
レンタルジム利用者様へ

こちらのお部屋をお使い下さい。

・お客様のお着替えは更衣室ご利用ください

・音楽は、当ジムスタッフが不在の場合は、

  ご自身の端末に接続ください

・換気扇の稼働と定期的に窓を開放して、

  空気の入れ替えを行ってください

ROOM２

※コートやお召し物は、トレーニングルームにお持ち込みください。

※コートはハンガーに、お召し物は折り畳みの茶色籠にいれてください。

詳しいご利用方法は、

「レンタルジム利用について」

をご覧ください。



 

レンタルジム利用について 

 

この度は、GARDEN GYM by OASIS RESORT SPA のレンタルジム利用をいただきましてありが

とうございます。当ジムのご利用方法や注意事項を以下でご説明させていただきますので、

必ずご確認、厳守の上、ご使用のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 入退室について 

・ 入室時は必ずアルコール消毒、検温をご協力ください 

・ 入室時ロック解除 

 事前にお伝えした暗証番号を押す→[LOCKSTATE]を押す→ロック解除 

 入室後、自動的に扉はロックされますので、中からロックは解除一度してくださ

い。 

※手動で解除すると自動ロックはされません。 

・ 退出時ロック 

 扉がしっかり閉まるのを確認後[LOCKSTATE]を押す。 

 

 電気・換気扇 

・ 入り口左横壁に設置していますので、必ずすべてＯＮにしてください。 

 

 エアコン 

・ 入り口左横壁に設置 

・ 設定温度はご自由に操作可能 

※他にお客様のトレーニングをしている場合は、トレーナーに確認ください。 

 

 ご使用トレーニングルーム 

・ [ROOM２]をご使用してください 

※向かって右の部屋で、扉に表記があります。 

・ 共有部分の清掃は当ジムが行います。ご使用のトレーニングルーム内で新たに出たゴ

ミの始末と、トレーニング器具の除菌及び整理整頓はお願いいたします。 

※原則ゴミはお持ち帰りください。当ジムトレーナーが在籍の場合は、トレーナーに

確認ください。 

 

 

 



 

 音楽をかけたい場合 

・ 当ジムスタッフがいない場合は、ご自身のスマホ・タブレット端末でスピーカーに接

続してください。 

1. ご自身の端末の[Bluetooth]が ON になっていることを確認 

2. スピーカーの電源は換気扇と連動していますので、再度、換気扇の稼働を確認く

ださい。 

3. 接続の際は、ペアリングで[Creative T30 Wireless]を選択してください。 

＊自動での接続手順は添付の説明書をご参照下さい。 

→説明書通りの手順にて接続しない場合、Bluetooth（右側のボタン）を 8 秒長押し

ペアリングし直す 

→ 一度、デバイスの登録を解除し、ペアリングし直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 ご利用時間 

ご予約されている時間内で必ずご使用ください。 

※ずれる場合も前後 10 分程度で収まるようにしてください。 

※入退室の記録が自動で残るようになっていますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 更衣室 

・ 基本的には利用可能ですが、当ジム内に利用者が複数いる場合は、当ジムスタッフに

利用可能時間等ご確認ください。着替えを行った場合は、更衣室に設置しています折

り畳み式の茶色のカゴの中にお着替えをに入れていただき、トレーニングルームまで

持ち込みお願いします。 

※更衣室には、お着替えなどを残さないようにお願いいたします。 

・ トレーニングルーム内での着替えも可能です。着替えの際はロールスクリーンを下げ

て着替えを行ってください。 

・ タオル（ご自身でご持参ください） 

・ シャワー利用可能（シャンプー等はご持参ください） 

・ InBody（ご自由にご利用ください） 

 

 



 

 トレーニング器具 

[ROOM2]の器具に関してはご自由に利用可能 

 

 飲み物 

飲み物に関しては、原則各自でご持参してください。 

※当ジムスタッフが在籍している場合は、当ジムスタッフにお声がけいただき、当ジム内

設置の水素水をご使用いただけます。当ジムスタッフが、トレーニング中の場合は、ご遠

慮ください。 

 

 トイレ 

・ 電気・換気扇の電源はトイレ入口の左側 

・ 利用後の清掃は当ジムが行います。 

 

 サプリメント関係 

・ 飲用不可 

・ 当ジムスタッフがいる場合は購入可能ですので、ご希望の際はお尋ねください。 

 

 撮影について 

ご自由に撮影ください 

 

 販売物 

購入希望の場合は、当ジムスタッフまでお尋ねください。 

 

※ 当施設内での事故、怪我等は自己責任とさせて頂きます。 

※ 当施設内、更衣室、その他での盗難等は自己責任とさせて頂きます。 

※ 飲酒・喫煙はご遠慮ください 
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1.  製品概要 2. NFCとの接続
異物と液体の進入
開口部にものを入れないでください。火災、感電、故障の
原因になります。
製品に液体をこぼさないでください。
オプション（別売り）

1 1 2

8

右スピーカー

左スピーカー

電源オン／スタンバイボタン 
およびLEDステータスインジ 
ケータ

Bluetooth Connectボタンおよ
び LEDステータスインジケータ
（さまざまなBluetoothのペアリ
ング／接続操作をする多機能
ボタン）

ボリュームコントロール

トレブルレベルコントロール

バスレベルコントロール

ヘッドフォン出力

アナログのオーディオソースへ

左スピーカーに接続

電源アダプターへ

NFC受信部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

3. Bluetoothデバイスからオーディオを楽しむ

スピーカーの電源を入れると、LEDステータ
スインジケータが白色点灯します。

Bluetooth Connectボタンを3秒間押し、LEDステー
タスインジケーターが白色に点滅し始めたらボタン
を離します。

a.

b.

短く点滅

ペアリング

ご存知でしたか？
最後に接続したデバイスと次の方法でもう一度接続できます。
•  スピーカーがオンになったら、Bluetooth Connectボタンを1回押します。
•  スピーカーの電源が入っており、どのBluetoothデバイスとも接続されていない場合は、お使いのBluetoothから
接続を開始します。

c.
Creative T30 Wireless

Bluetooth

Network
Connections
Operator
Internet
USB

ON

Connectivity

Search results

Creative T30
Wireless

Creative T30 WirelessConnectivity

PASSCODE

0000

CONNECTED

ii.i. iii. iv.

®

接続済

白色LEDが点灯

i.  お使いのデバイスのBluetooth機能をオンにします。
ii.  T30 Wirelessを検索します。
iii.  T30 Wirelessとペアリングして接続します。
  パスコードを求めるメッセージが表示されたら、「0000」と入力します。
iv.  ペアリングが正常に終了しました。音楽をストリーミングできます。
メモ: 上の手順は、Bluetoothデバイスとのペアリングの一般的な方法です。Bluetooth とお使いのデ
バイスとの接続の詳細な手順については、デバイスのメーカーのマニュアルをご覧ください。
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メモ: T30 WirelessにNFC経由で接続する前に、モバイルデバイスのNFCを有効
にしておいてください。

スピーカーに接続する簡単な2つの手順

（スピーカーがスタンバイ時）

（スピーカーオン時）

オン

LED オフ タップして起動させ、スピ
ーカーに接続します。

オン

LED オン タップしてスピーカーに
接続します。

4. デフォルト設定へのリセット

操作 インジケータ
スピーカーの電源をオンに
して、Bluetooth Connect
ボタンを8秒間押します。

ボイスプロンプトが鳴り、
LEDステータスインジケータ
が白色に点滅します。

ステータス
メモリがクリアされました
。スピーカーはペアリング
モードです。他の
Bluetoothデバイスと接続
できる状態になります。

次の手順を実行してT30 Wirelessをデフォルト設定に戻し、ペアリング
されたデバイスのメモリを消去できます。

1. Ürün Tanıtımı

2. NFC ile bağlantı

4. Varsayılan ayarlara sıfırlayın

1. Sağ hoparlör
2. Sol hoparlör
3. Güç AÇIK/Bekleme ve 

LED durum göstergesi
4. Bluetooth LED Durum 

göstergesi / Bluetooth 
Bağlantı Düğmesi 

 (Çeşitli Bluetooth 
eşleştirme/bağlantı 
işlemlerini gerçekleştiren 
çok fonksiyonlu tuş)

5.   Ses yüksekliği denetimi
6.   Tiz seviye kontrolü
7.   Bas seviyesi kontrolü
8.   Kulaklık çıkışı
9.   Analog ses kaynağı 

bağlantı noktası
10. Sol hoparlör bağlantısı
11. Güç adaptörü bağlantı 

noktası
12. NFC alıcı

Nesne ve Sıvı Girişi
Açıklıklardan asla herhangi bir nesne sokmayın. Bu 
yangın, elektrik çarpması ya da hasara neden olabilir. 
Ürünün üzerine sıvı dökmeyin.
*Opsiyonel (Ayrı Satılır)

Hoparlörünüzü bağlamanın 2 basit adımı
Not: Creative T30 wireless'e NFC ile bağlamadan önce 

mobil cihazınızda NFC'yi açmayı unutmayın

(Hoparlör Bekleme modunda olduğunda)
Sadece uyandırmaya dokunun ve hoparlöre bağlanın

(hoparlör açıkken)
Hoparlöre bağlanmak için sadece dokunun

3. Bluetooth cihazlardan müziğin keyfini 
çıkarın

Not:  Yukarıda belirtilen adımlar, Bluetooth cihazı 
eşleştirmenin genel bir yöntemidir, sizin Bluetooth 
cihazınıza özel yönlendirmeler için lütfen üreticisinin 
sağladığı kullanma kılavuzuna başvurun.

Biliyor muydunuz?
Aşağıdakilerden birini yaparak en son bağlanılan aygıta 
tekrar bağlanabilirsiniz:

•  AÇIK durumda iken Bluetooth Bağlantı düğmesine bir kez 
basın

•  Hoparlör açık ve herhangi bir Bluetooth cihazına bağlı 
değilken, Bluetooth cihazınızdan bir bağlantı başlatın

İşlem Göstergeler

Hoparlör açık 
iken Bluetooth 
Bağlantı 
düğmesine 
basın ve 8 
saniye süre ile 
basılı tutun

Bir ses istemi 
duyulur ve LED 
durum göstergesi 
beyaz renkte 
yanıp söner

Durum

Bellek 
temizlenmiştir. 
Hoparlör 
eşleştirme 
modundadır. 
Diğer Bluetooth 
cihazlarından 
gelen bağlantıları 
kabul etmeye 
hazır.

Bu adımları izleyerek Creative T30 Wireless'i varsayılan 
ayarlara geri döndürebilirsiniz ve eşleştirilmiş cihazları 
bellekten silebilirsiniz

1. 제품 개요제품 개요

2. NFC와 연결

4. 공장 출하 시 설정으로 초기화공장 출하 시 설정으로 초기화

1. 오른쪽 스피커
2. 왼쪽 스피커
3. 전원 켜기/대기 및 

LED  상태 표시기
4. Bluetooth LED 상태 

표시기/ Bluetooth 
연결 버튼

 (다양한 Bluetooth 
페어링/연결 작업을 
수행하는 다기능 버튼)

5.   볼륨 제어
6.   고음 레벨 컨트롤
7.   저음 레벨 컨트롤
8.   헤드폰 출력
9.   아날로그 오디오 소스
10. 좌측 스피커에 연결
11. 전원 어댑터
12. NFC 리셉터

물체 및 액체 유입물체 및 액체 유입
어떤 물건도 입구에 집어 넣지 마십시오. 이렇게 하면 
화재, 감전 또는 손상을 초래할 수 있습니다. 
제품 위에 액체를 쏟지 마십시오.
*선택사항(별도 판매)

스피커 연결을 위한 간단한 2단계
참고참고: NFC를 통해 T30 Wireless에 연결하기 전에 
모바일 기기에서 NFC를 켜도록 하십시오.
(스피커가 대기 상태인 경우)
장치를 터치하여 절전 모드를 해제하고 스피커에 
연결합니다.
(스피커가 켜진 경우)
스피커를 눌러 연결합니다.

3. Bluetooth 장치에서 오디오 즐기기

  iv. 연결에 성공하면 음악을 스트리밍할 준비가 
됩니다.

 참고참고:위 설명은 Bluetooth 장치에 
연결하는 일반적인 단계이며 
Bluetooth 연결에 대한 자세한 
지침은 제조업체의 설명서를 
참조하십시오.

알고 계셨습니까?알고 계셨습니까?
다음과 같은 방법으로 마지막으로 연결한 장치에 다음과 같은 방법으로 마지막으로 연결한 장치에 
다시 연결할 수 있습니다.다시 연결할 수 있습니다.

•Bluetooth 연결 버튼은 전원을 켤 때 한 번 

누릅니다.
•스피커는 켜져 있고 다른 Bluetooth 장치에 

연결되어 있지 않으면 Bluetooth 장치에서 연결을 
초기화합니다.

작업 표시기

스피커를 켜는 
동안 
Bluetooth 
연결 버튼을 8
초 정도 누르고 
있습니다.

음성 메시지가 
들리면 LED 
상태 표시기가 
흰색으로 
깜박입니다. 

상태

메모리가 
삭제되었습니다. 
스피커는 페어링 
모드입니다. 다른 
Bluetooth 
장치에서 연결 
준비가 됩니다.

다음 단계에 따라 T30 Wireless을(를) 기본 
설정으로 초기화하여 연결된 장치의 메모리를 
지울 수 있습니다.

1. Gambaran Umum Produk

2. Menyambung dengan NFC

4. Reset ke pengaturan default

1. Speaker kanan
2. Speaker kiri
3. Daya NYALA/Siaga dan 

indikator status LED
4. Indikator Status LED 

Bluetooth / Tombol 
Connect Bluetooth

 (Tombol multi fungsi 
yang menjalankan 
berbagai aktivitas 
memasangkan / 
menghubungkan 
Bluetooth)

5.   Kontrol volume
6.   Kontrol tingkat trebel
7.   Kontrol tingkat bass
8.   Headphone keluar
9.   Ke sumber audio analog
10. Sambungan ke Speaker 

kiri
11. Ke Adaptor daya
12. Reseptor NFC

Masuknya Benda dan Cairan
Jangan menekan benda apa pun melalui lubang, karena ini 
bisa menyebabkan kebakaran, sengatan listrik atau kerusakan.
Jangan menumpahkan cairan ke atas produk.
*Opsional (Dijual Terpisah)

2 langkah sederhana untuk tersambung ke speaker 
Anda
Catatan: Ingat, nyalakan NFC di perangkat seluler Anda 
sebelum disambungkan ke T30 Wireless melalui NFC

(Jika speaker dalam mode Siaga)
Cukup ketuk untuk menyalakan dan tersambung ke 
speaker

(Jika speaker menyala)
Cukup ketuk untuk tersambung ke speaker

3. Nikmati audio dari perangkat Bluetooth 

Catatan: Di atas tersebut adalah langkah-langkah umum 
untuk terpasang ke perangkat Bluetooth, untuk instruksi 
khusus lainnya mengenai konektivitas Bluetooth untuk 
perangkat Anda, silakan baca manual produsen Anda.

Tahukah Anda? 
Anda juga bisa tersambung kembali ke perangkat yang 
terakhir disambungkan dengan

• Tekan tombol Bluetooth Connect sekali setelah ini menyala
• Memulai sambungan dari perangkat Bluetooth saat 
speaker menyala dan tidak tersambung ke perangkat 
Bluetooth apa pun

Tindakan Indikator

Tekan dan 
tahan tombol 
Bluetooth 
Connect selama 
8 detik saat 
speaker NYALA

Pesan suara 
terdengar dan 
indikator status 
LED menyala putih

Status

Memori dihapus. 
Speaker dalam 
mode 
pemasangan. Siap 
menerima koneksi 
dari perangkat 
Bluetooth lainnya.

Anda dapat mengembalikan T30 Wireless ke pengaturan 
default dan menghapus memori perangkat berpasangannya 
dengan mengikuti langkah-langkah berikut ini

JP
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3a) 스피커의 전원을 켜면 LED 상태 표시기가 
흰색으로 표시됩니다.

3b) Bluetooth 연결 버튼을 3초 동안 누른 다음 
Bluetooth LED 상태 표시기가 흰색으로 깜박이면 
버튼을 놓습니다.

3c) i.   장치의 Bluetooth 기능을 켭니다.
 ii.  T30 Wireless을(를) 검색합니다.

iii.  T30 Wireless에 페어링 및 연결합니다.
 암호를 입력하라는 메시지가 나타나면 0000을 

입력합니다.

3a) Daya pada speaker dan Indikator Status LED akan 
berwarna putih.

3b) Tekan dan Tahan tombol Bluetooth Connect selama 3 
detik, lalu lepaskan ketika Indikator Status LED 
Bluetooth menyala putih.

3c) i.  Aktifkan fitur Bluetooth di perangkat Anda.
 ii.  Cari T30 Wireless

iii. Pasangkan dan sambungkan ke T30 Wireless.
 Jika diminta kode masuk, masukkan 0000.
  iv. Pemasangan berhasil, siap untuk streaming musik.

3a) Hoparlördeki güç ve LED Durum Göstergesi beyaza 
dönecektir.

3b) Bluetooth Bağlantı düğmesine basın ve 3 saniye süre 
ile basılı tutun, Bluetooth LED Durum Göstergesi beyaz 
renkte yanıp söndüğünde bırakın.

3c) i.  Cihazınızın Bluetooth özelliğini açın.
 ii.  Creative T30 Wireless'i arayın.

iii. Eşleştirin ve Creative T30 Wireless'e bağlanın.
  Şifre istenirse, 0000 girin.
  iv. Eşleştirme başarılı, müzik çalınabilir.

[
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